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1. 2023年12月期第2四半期の連結業績（2023年1月1日～2023年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第2四半期 16,234 6.3 757 △11.8 760 △16.2 497 △19.0

2022年12月期第2四半期 15,273 20.0 858 47.4 907 52.9 613 63.2

（注）包括利益 2023年12月期第2四半期　　536百万円 （△24.9％） 2022年12月期第2四半期　　715百万円 （77.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年12月期第2四半期 454.97 ―

2022年12月期第2四半期 561.49 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年12月期第2四半期 29,699 17,031 50.5

2022年12月期 30,998 16,612 47.1

（参考）自己資本 2023年12月期第2四半期 15,012百万円 2022年12月期 14,612百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 ― 50.00 ― 100.00 150.00

2023年12月期 ― 80.00

2023年12月期（予想） ― 80.00 160.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）2022年12月期　期末配当の内訳　普通配当　50円00銭、特別配当　50円00銭

3. 2023年12月期の連結業績予想（2023年 1月 1日～2023年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,000 △2.5 1,000 △9.3 1,000 △15.3 600 △18.3 548.86

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の

会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期2Q 1,153,263 株 2022年12月期 1,153,263 株

② 期末自己株式数 2023年12月期2Q 60,113 株 2022年12月期 60,081 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期2Q 1,093,181 株 2022年12月期2Q 1,093,182 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症が2023年５月より５類感染症に移

行し、拡大防止のための行動制限が緩和され、社会経済活動の正常化に向けた動きが徐々に見られました。しかし

ながら、ロシアのウクライナ侵攻等による資源及び原材料価格の高騰は続いており、インフレ抑制を目的とした世

界的な金融引締めなど、依然として先行き不透明な状況が続いております。

建設業界におきましては、民間による大型の設備投資案件が増加するなど引き続き堅調に推移しておりますが、

資材価格の高騰や人材不足は、更に厳しい環境となっております。

このような状況のもと、当社グループにおきましては地盤である兵庫県や大阪府を中心に営業活動に注力した結

果、当第２四半期において、大規模な工事案件を複数受注することができました。

以上の結果、当社グループの業績につきましては、設備事業セグメントにおいて前連結会計年度からの繰越工事

の進捗等による影響から完成工事高が増加し、売上高は前年同期比6.3％増の16,234百万円となりました。

利益につきましては、原材料価格の高騰などから前期と比較して収益性が低下し、営業利益は前年同期比11.8％

減の757百万円、経常利益は前年同期比16.2％減の760百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比

19.0％減の497百万円となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、下記のセグメント別営業利益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

＜建設事業＞

建設事業セグメントに関しましては、受注は非常に好調に推移しましたが、工事着手前の案件が多く業績には寄

与しなかったことから、売上高は前年同期比9.1％減の6,267百万円、営業利益は前年同期比2.5％減の507百万円と

なりました。

＜設備事業＞

設備事業セグメントに関しましては、当社において施工している大規模太陽光発電所工事の進捗等による影響か

ら、売上高は前年同期比134.2％増の3,851百万円となりました。、しかしながら、原材料価格の大幅な高騰や工法

の変更等の影響により収益の確保が難しく、営業損失67百万円（前年同期は営業損失32百万円）となりました。

＜住宅事業＞

住宅事業セグメントに関しましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社において、前年同期と比較

して引渡棟数が減少した影響から、売上高は前年同期比10.4％減の4,917百万円、営業損失101百万円（前年同期は

営業損失8百万円）となりました。

＜不動産賃貸事業＞

不動産賃貸事業セグメントに関しましては、連結子会社である株式会社リブライフにおいて、販売用土地の売買

が減少したことにより売上高は前年同期比4.7％減の806百万円となりました。しかしながら、不動産取引の仲介に

よる手数料が増加し収益性が改善した結果、営業利益は前年同期比12.0％増の276百万円となりました。

＜その他事業＞

その他事業セグメントに関しましては、売上高は前年同期比1.2％減の390百万円となりました。営業利益につき

ましては、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行し飲食の収益が改善したことから、前年同期比7.5％増

の139百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、当社において仕掛工事代金の支払に伴い現金預金が減少し

たことや、売上債権の回収に伴い受取手形・完成工事未収入金等が減少したこと等により、29,699百万円（前連結

会計年度末は30,998百万円）となりました。

負債につきましては、当社において金融機関からの資金調達により借入金が増加しましたが、工事の進捗に伴い

未成工事受入金が減少したこと等から、12,667百万円（前連結会計年度末は14,386百万円）となりました。

純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加等により17,031百万円（前

連結会計年度末は16,612百万円）となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローは、財務活動により1,832百万円増加しましたが、営業

活動により2,127百万円、投資活動により16百万円減少した結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び

現金同等物（以下「資金」という。）は、2,557百万円（前年同四半期末8,790百万円）となりました。

主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少615百万円及び税金

等調整前四半期純利益770百万円等の増加要因がありますが、仕入債務の減少1,024百万円及び未成工事受入金の減

少2,331百万円等の減少要因により、資金は2,127百万円の減少（前年同四半期は5,627百万円の増加）となりまし

た。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却及び償還による

収入24百万円の増加要因がありますが、有形固定資産の取得による支出40百万円等の減少要因により、資金は16百

万円の減少（前年同四半期は28百万円の増加）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出525百

万円等の減少要因がありますが、短期借入金の純増加1,451百万円及び長期借入れによる収入1,060百万円等の増加

要因により、資金は1,832百万円の増加（前年同四半期は249百万円の増加）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの業績につきましては、2023年２月14日の「2022年12月期　決算短信」で公表いたしました通期の

業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,847,253 2,501,216

受取手形・完成工事未収入金等 4,833,681 4,218,140

棚卸資産 5,656,948 5,403,709

預け金 46,265 81,211

その他 433,622 491,020

貸倒引当金 △3,389 △2,885

流動資産合計 13,814,383 12,692,412

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 4,195,923 4,145,078

機械・運搬具（純額） 1,259,605 1,173,894

工具器具・備品（純額） 725,339 736,275

土地 9,213,573 9,213,573

リース資産（純額） 115,367 96,513

建設仮勘定 32,151 －

有形固定資産合計 15,541,961 15,365,335

無形固定資産

リース資産 63,836 56,061

その他 18,260 18,255

無形固定資産合計 82,096 74,317

投資その他の資産

投資有価証券 588,430 594,269

繰延税金資産 534,522 527,974

その他 447,056 454,478

貸倒引当金 △9,747 △9,747

投資その他の資産合計 1,560,261 1,566,974

固定資産合計 17,184,320 17,006,627

資産合計 30,998,703 29,699,040

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 2,676,953 1,652,727

短期借入金 1,749,000 3,200,000

１年内償還予定の社債 300,000 －

１年内返済予定の長期借入金 874,363 780,088

リース債務 58,968 57,184

未払法人税等 272,726 220,876

未成工事受入金 3,945,527 1,613,674

賞与引当金 166,324 169,894

役員賞与引当金 550 －

完成工事補償引当金 7,600 8,600

工事損失引当金 172,793 44,829

資産除去債務 39,000 39,000

その他 987,359 833,029

流動負債合計 11,251,166 8,619,903

固定負債

社債 － 300,000

長期借入金 1,500,716 2,129,141

リース債務 124,569 99,241

退職給付に係る負債 743,858 741,588

役員退職慰労引当金 122,832 134,382

資産除去債務 281,631 282,113

その他 361,661 361,540

固定負債合計 3,135,268 4,048,007

負債合計 14,386,434 12,667,910

純資産の部

株主資本

資本金 764,815 764,815

資本剰余金 705,825 705,825

利益剰余金 13,191,210 13,579,255

自己株式 △110,378 △110,529

株主資本合計 14,551,472 14,939,366

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 58,570 71,169

退職給付に係る調整累計額 2,045 2,109

その他の包括利益累計額合計 60,615 73,279

非支配株主持分 2,000,181 2,018,484

純資産合計 16,612,269 17,031,129

負債純資産合計 30,998,703 29,699,040
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年６月30日)

売上高 15,273,266 16,234,617

売上原価 12,037,466 13,223,798

売上総利益 3,235,799 3,010,819

販売費及び一般管理費 2,377,641 2,253,685

営業利益 858,158 757,134

営業外収益

受取利息 3,837 3,072

受取配当金 4,157 4,166

持分法による投資利益 4,186 4,349

貸倒引当金戻入額 24,189 504

その他 29,736 9,688

営業外収益合計 66,107 21,780

営業外費用

支払利息 11,164 11,322

その他 5,260 6,953

営業外費用合計 16,424 18,276

経常利益 907,841 760,638

特別利益

固定資産売却益 69,161 －

投資有価証券売却益 8,044 9,917

特別利益合計 77,205 9,917

特別損失

固定資産除却損 8,181 0

特別損失合計 8,181 0

税金等調整前四半期純利益 976,865 770,556

法人税等 313,311 246,223

四半期純利益 663,553 524,332

非支配株主に帰属する四半期純利益 49,745 26,969

親会社株主に帰属する四半期純利益 613,807 497,363

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年６月30日)

四半期純利益 663,553 524,332

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 50,879 12,598

退職給付に係る調整額 872 64

その他の包括利益合計 51,751 12,663

四半期包括利益 715,305 536,995

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 665,559 510,026

非支配株主に係る四半期包括利益 49,745 26,969

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 976,865 770,556

減価償却費 266,989 240,911

貸倒引当金の増減額（△は減少） △27,151 △504

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,002 3,569

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10,400 △550

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △11,265 1,000

工事損失引当金の増減額（△は減少） 168 △127,964

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 17,410 △2,176

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,219 11,550

受取利息及び受取配当金 △7,995 △7,238

支払利息 11,164 11,322

持分法による投資損益（△は益） △4,186 △4,349

固定資産売却損益（△は益） △69,161 －

固定資産除却損 8,181 0

投資有価証券売却損益（△は益） △8,044 △9,917

売上債権の増減額（△は増加） 2,029,795 615,541

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,736,273 252,690

仕入債務の増減額（△は減少） △401,756 △1,024,225

未成工事受入金の増減額（△は減少） 703,637 △2,331,853

その他 529,201 △227,582

小計 5,739,506 △1,829,220

利息及び配当金の受取額 11,907 9,194

利息の支払額 △11,206 △11,745

法人税等の支払額 △112,595 △295,274

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,627,611 △2,127,045

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △115,085 △40,878

有形固定資産の売却による収入 110,538 －

資産除去債務の履行による支出 △5,970 －

無形固定資産の取得による支出 △554 △554

投資有価証券の取得による支出 △299 △299

投資有価証券の売却及び償還による収入 17,490 24,950

その他 22,840 60

投資活動によるキャッシュ・フロー 28,958 △16,721

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 750,000 1,451,000

長期借入れによる収入 350,000 1,060,000

長期借入金の返済による支出 △686,163 △525,850

社債の発行による収入 － 296,525

社債の償還による支出 － △300,000

リース債務の返済による支出 △35,605 △30,827

配当金の支払額 △119,822 △109,354

非支配株主への配当金の支払額 △8,666 △8,666

自己株式の取得による支出 － △150

財務活動によるキャッシュ・フロー 249,743 1,832,676

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,906,313 △311,091

現金及び現金同等物の期首残高 2,884,665 2,868,519

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,790,978 2,557,428

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。

なお、当該会計方針の変更が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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